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要 約

音声や音を普通紙にドットコード化し、小さなツールでなぞることで、音声や音を再生で

きる「音声発音（再生）システム」を用いて、「多摩川と人々との関わりを学ぶ」、「多摩川

の流れと音を学ぶ」学習教材を作成した。多摩川の河岸で数十年お店を開いているおばあさ

んにインタビューを行ない、「多摩川と人々との関わりを学ぶ」教材を作成し、総合的な学

習の時間などで学び合うための１３時間からなる指導計画を考えた。また、多摩川の「川の流

れ」のビデオ映像、超高速ビデオ映像、「川の流れの音」を採取し、「川の流れと音」を学ぶ

教材を作成し、４年生の社会科や５年生の理科、そして、総合的な学習の時間などで学び合

うための１２時間からなる指導計画を考えた。「多摩川と人々との関わりを学ぶ」教材は、お

ばあさんの「生の声」を児童生徒に伝える音声入りのシートに加えて、児童生徒の自主的な

学びをサポートするために、自分の思いや学んだ内容を整理するための「音声入りのワーク

シート」、そして、おばあさんと多摩川の関わりを学ぶための模造紙の壁新聞教材からな

る。「多摩川の流れと音を学ぶ」教材は、川の流れの音を刷り込んだシートに加えて、川の

流れのダイナミックな動きを学べるように、超高速ビデオ映像や川の音などからなるWeb

ページを用意した。これらの教材は、児童生徒の参加するイベントなどで展示するととも

に、制作した壁新聞教材は小学校の廊下にかざった。児童生徒は、紙に印刷されたドット

コードを小さなツールでなぞることで、おばあさんの声や川の音などが再生されることに感

動し、自分の手でドットコードをなぞることで学びの動機付けを行ない、友だちとの協働の

学び合いへと発展させる努力を行なっていた。本研究においては、音声や音を活用して教材

を作成するための最新のソフトウエアやハードウエアの動向についても調査し、現状と課題

について考察した。
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１．はじめに

これまで、「視聴覚研究会」の教員によって、

研究会や自主研修が組織され、メディアを用いた

教育実践活動の事例を共有する活動が活発に行な

われてきた。

しかしながら、インターネットの普及などによ

り、「視聴覚研究会」で議論される内容も、「視聴

覚機器やメディアを用いた教育実践活動」から、

「インターネットやデジタル教材を活用した教育

実践活動、情報倫理や情報モラルの教育実践活

動」へと移ってきている。

こうした中で、PCやインターネットの利活用

に不慣れな教員を中心として、従来の視聴覚研究

会の集まりから足が遠のく現象も生まれている。

一方で、社会や理科、国語などの教科の学習、

「国際理解、健康・福祉、環境や地域学習」など

を始めとする総合的な学習の時間などで、目の前

の児童生徒や担任の声、そして、学校の回りの自

然の音を活用することで、学習活動が一層興味を

もって取組まれることが期待される。

しかしながら、これまでの視聴覚教育の中で

は、これらの「音声や音」を用い、児童生徒と教

員が一緒になって手作りの教材を作成し、教育実

践活動に取組むことは、音声や音を取り込んだ教

材づくりを可能とするソフトウエアやハードウエ

アが存在しなかったこともあり、不可能であっ

た。

これまでのように、カセットや CD等を用いて

音声や音を扱おうとすると、学習内容（場面）に

相応しい音声や音を、活用したい場面で即座に頭

出しすることが難しく、いざという時にほとんど

役に立たない。聞きたい時に、聞きたいフレーズ

を、簡単な操作で聴くことができるシステムが必

要な所以である。

ところで、２０１１年度から始まる小学校５年生、

６年生の「外国語（英語）活動」の副教材として

「小さなペンで触るとネイティブの発音が聞ける

本」の出版が相次いでいる。１－７）これらを可能と

するシステムの多くは、本の各ページ上のマーク

に触ることで、ペンに保存されている音声が再生

されるようになっている。しかしながら、これら

のシステムでは、出来上がった本とペンがパッ

ケージで販売されており、現場の教員が自らの授

業に活用する副読本や教材シートを自由に作成で

きるシステムとはなっていない。

「児童生徒自らが音声や音を収集し、教員と一

緒になって、自分たちの活動で使用する教材を作

る」には、種々の機材やソフトウエアが必要なこ

と、また、制作にも時間がかかることから、音声

や音を活用した教育実践活動は、「どのクラスで

も簡単に行なえる」ものとはなっていない。

本研究では、「多摩川の源流から河口までの川

の流れや流域の自然の『音』、流域住民の『生の

声』を収集し、『音』や『音声』を介して多摩川

の自然環境の大切さを学びあう教材を作成し、授

業実践を行うためのカリキュラムや教材の開発を

行なう」ことを目的とした。

また、作成した教材を多摩川流域の小学校の授

業や各種のイベントで児童生徒に触ってもらうこ

とを目指した。

本研究における教材（シート）づくりには、多

摩川を尋ね歩いて収集した音声や音を「Sound

card Print Lite」というソフトウエアを用いて

ドットコードに変換し、写真やテキストとともに

編集し、普通紙に印刷する技術を用いている。ま

た、印刷されたドットコードをなぞって、音声や

音を取り込んだそのままに再生するハンディな

ツール（Sound Readerと呼んでいる）を用いて

いる。これらは、１０数年前にオリンパスによって

開発されたシステムであり、８，９）著者らは「音声発

音（再生）システム」と呼んでいる。１０）

本システムで作成した「音声や音の刷り込まれ

たシート」を用いることで、自分の聴きたいとき

に、何度でも、何枚でも、場所を選ばずに再生で

きる。ソフトウエアである Sound Card Print

Liteは、お世辞にも高機能とは言えないが、そ

の分、PCに苦手な教員でも簡単に操作ができ、

空き時間を見つけながら児童生徒とともに音声入

りのシートを作成できるものとなっている。１１－２３）
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本研究では、「音声発音（再生）システム」を

用いた教材開発に加えて、アポロジャパンが開発

中の「画竜点声とスピークン（触るだけで音が出

る新しい音声ペン）」のシステム４）を用いて、ドッ

トコードを真っすぐになぞることが苦手な（不可

能な）児童生徒の「音声や音」の利活用の可能性

についても検討を加えた。

２．「音声発音（再生）システム」

本研究活動には、「音声や音」を扱うことので

きる次のような二つの技術からなる「音声発音

（再生）システム」を用いた。

①PCに取り込んだ音声や音をスキャントーク

コード（STコード）と呼ばれるドットコード

に変換し、画像やテキストとともに編集し、通

常のカラープリンタで印刷するソフトウエア技

術。（このソフトウエアは、現在、Sound Card

Print Liteと呼ばれている。）

②紙に印刷された STコードを読み取り、音声

や音を取り込んだそのままに再生する技術。

（この STコードを読み取り、再生するツール

は、現在、SNGSound Readerと呼ばれている。）

図１に、PCに取り込んだ川の音を、Sound

Card Print Liteを用いてテキストや絵とともに

編集している画面を示す。川の音がドットコード

に変換されていることが分かる。ドットコードを

右クリックすることで取り込んだ音声や音を再

生・確認することができる。

この編集画面をカラープリンタで印刷すると、

編集画面のイメージそのままに、川の音はドット

コードで印刷される。

印刷されたドットコードをなぞって、音声や音

を、取り込んだそのままに再生するツール

（Sound Reader）を図２に示す。手で包み込む

ようにして持てる大きさとなっている。

この「音声発音（再生）システム」は、１９９７年

にオリンパスによって開発され、当時は、スキャ

ントークシステムと呼ばれ、それぞれ『サウンド

プリント工房（ソフトウエア）』と『スキャントー

クリーダー（ハードウエア）』という製品名で販

売された。８）ソフトガレージから「ウルトラサウ

ンドシリーズ」などのスキャントークブックが発

売されたり、２４）全日本空輸（全日空）で「目の見

えない搭乗者向けの案内書」として利用されたり

したが、９）広く受け入れられものとはならず、こ

の間、新宿日本語学校によって、ほそぼそと維持

図１ Sound Card Print Lite の編集画面

図２ Sound Reader
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されてきたものである。２５，２６）

本システムで取り扱うことのできる音源１個の

長さは、最長で４０秒ほどであるが、小学校などの

教育実践活動においては、多くの場合、十分な長

さと考えられる。（より長い音源は、一枚のシー

ト上に、ドットコードを複数個に分けて貼付ける

ことで対応できる。）

音声や音をドットコードに変換し、画像やテキ

ストともに編集し、普通紙に印刷する Sound

Card Print Liteの持つ機能は決して豊富ではな

いが、その分 PCの苦手な教員でもすぐに使うこ

とができ、教材開発に取り組める利点がある。

本システムを用いて作成できる教材は、特定の

教科に限定されるものではなく、教員や児童生徒

のアイディア次第で、総合的な学習の時間を始め

とする教科外の活動にも幅広く活用されてい

る。１１－２３）

３．多摩川を題材とした「音声や音」を活
用した環境学習のための教材づくり

小学校の学習指導要領においては、「川」に関

する記述は５年生の理科の「流水の働き」以外に

は存在しない。２７）

しかしながら、地域の資源を活かした「体験的

な活動」の重要性が指摘されていることもあり、

多くの学校で、生活科や社会、理科、総合的な学

習の時間などで、学校や学校周辺の自然や施設を

活用した体験活動、学校の近くの川を利用した学

習活動が組織されている。２８－３２）

本研究においては、大都市東京を流れる多摩川

を舞台に、川の流れの音の収集や流域住民へのヒ

アリングを行い、「多摩川の自然環境」や「多摩

川と人々との関わりを学ぶ」教材を作成し、教育

実践活動を行うことを目指した。

具体的には、多摩川の中流域の登戸駅近くの河

岸で長年商売を続けるおばあさんのセッセージを

通して、「多摩川と人々との関わり、多摩川の自

然環境の変遷、多摩川で生きることの意味（生き

様）」を子ども達とともに学び合う単元を考え

た。

また、多摩川の上流（御嶽付近）、中流（登戸

付近）、下流（六郷付近）の川の流れの音、周辺

の写真やビデオ映像、超高速ビデオ映像などを収

集し、「音で学ぶ川の流れ」の単元を考えた。ま

た、多摩川流域に生息する野鳥の鳴き声を学ぶ単

元、多摩川に架かる橋や堰、多摩川流域の名所旧

跡などを、音声入りのシートを用いてクイズ形式

で学ぶ単元などを考えた。

本研究においては、児童生徒自らが、教員の案

内で多摩川に出かけ、素材（人々へのインタ

ビュー、川の流れの音や写真、動画など）の収集

を行い、教材シートを作成する活動を重視した。

これらの教材づくりを通して、環境学習を行うだ

けでなく、児童生徒の情報活用能力の育成をも目

指す内容とした。

３．１ 素材の収集

多摩川の上流、中流、下流の「代表的な地点」

を選び、ビデオ映像、超高速ビデオ映像、超高速

連続写真、川の流れの音などを収集した。

上流域としては、奥多摩から日原、そして、鳩

の巣、御嶽から沢井、沢井から軍畑周辺の多摩川

の流れのビデオ映像、超高速ビデオ映像、超高速

連続写真、そして、特徴的な地点の川の流れの

「音」を採取した。

多摩川の中流域として、登戸周辺を選び、ビデ

オ映像、超高速ビデオ映像、超高速連続写真を採

取した。近くには二ヶ領宿河原堰、二ヶ領用水の

歴史などを紹介する「二ヶ領せせらぎ館」などが

ある。

この素材の収集過程で、河岸に数十年お店を出

しているおばあさんと息子さんに、９０分近くのヒ

アリングを行なうことができた。この「おばあさ

んと息子さんのメッセージ」は、多摩川と人々と

の関わり、多摩川の自然の変遷などを学ぶ上での

貴重な資料と考えた。

多摩川の下流域として、六郷周辺を選び、川の

流れ、川と人々との関わりを、ビデオ映像、超高

速ビデオ映像、超高速連続写真で採取した。

川の流れは中流よりもさらにゆるやかなものと
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なり、訪ねた時には、川の流れは海からの流れで

緩やかに逆流を起こしていた。中流域同様、川の

流れの音を拾うことは難しかったが、釣りに興ず

る児童生徒の声を拾うことができた。

３．２ 音声や音を活用した「多摩川の環境を学

ぶ」ための指導計画の作成

これまでも、多摩川流域の学校や「水辺の学

校」を始めとする諸団体によって、「多摩川の豊

かな自然を体験し、環境の大切さを学び合う活

動」が展開されている。

本研究では、これらの取組みとはひと味違う、

「多摩川と関わる人々の声や多摩川の流れの音」

を用いて、紙を媒体としながら多摩川を学ぶ教育

実践活動に挑戦した。

本研究で提案する教育実践活動は、多摩川に足

を運び、人々の「声」や多摩川の流れの「音」を

拾い集め、これらの「音声や音」を写真などとと

もに編集し、普通紙に印刷して教材を作成し、学

習活動に用いるものである。

出来合いのコンテンツを用いるのではなく、

「音声発音（再生）システム」を活用して、自分

たちで拾い集めた素材を活かして教材を作成し、

いつでも、どこででも、みんなで学び合えるカリ

キュラムを提案する。

本研究では、「音声や音」入りのシートを活用

して「多摩川」を学ぶために、次のような指導計

画を考えた。

�１ 多摩川と人々との関わりを学ぶ

�２ 多摩川の自然環境の変化を学ぶ

�３ 多摩川の動植物を通して自然環境とその保

全を考える

�４ 多摩川の流れを学ぶ

�５ 多摩川の橋や堰などを通して多摩川の果た

している役割を学ぶ

�６ 「音声入り」の多摩川散策マップを作ろう！

�７ 「音声入り」の「多摩川の民話集」を作ろう！

本論文では、これらの指導計画のうち、「多摩

川と人々との関わりを学ぶ」「川の流れを学ぶ」

二つの単元の指導計画、作成した教材やワーク

シートを示し、音声や音を活用した学習活動の提

案を行う。

４．「多摩川と人々との関わり」を学ぶ

多摩川の河岸で数十年お店を続けながら多摩川

と人々との関わり、多摩川の変遷を見続けてきた

「おばあさんと息子さんのメッセージ」を児童生

徒に伝える活動を通して、大都市東京における多

摩川の役割や自然の変遷、多摩川と人々との関わ

りを学ぶ指導計画、教材、ワークシートを作成

し、「多摩川と人々との関わりを学ぶ」単元を考

えた。

指導計画には、収集してきた素材を用いて教材

シートを作成し、ビデオ編集を行なう時間も用意

されており、本単元は児童生徒の「情報活用能力

の育成」をも含む内容となっている。

４．１ 本単元の設定理由

本単元の設定理由を表１に示す。

表１ 「多摩川と人々との関わりを学ぶ」単元設定
の理由

単元設定
の理由

教材観 多摩川の河岸で「生きてきた」おばあ
さんを通して、多摩川と人々との関わ
りを考える。川と関わりながら生活す
る人々へのインタビュー等を通して、
川と人々との関わりを見つめる。

児童の
実態

「総合的な学習の時間」等で川と触れ
合う時間が増えてきた子どもたちであ
るが、川と人々との関わりや大都市東
京に果たす多摩川の役割等はあまり考
えたことがない。

教材の
系統

おばあさんへのインタビューをもとに
作成した教材を用いるとともに、子ど
もたちが、デジタルカメラやビデオカ
メラ、ICレコーダー等を活用して素
材を収集し、教材化を行ない学び合い
の実践を行なう。

指導上
の留意
点

教員が作成した教材を与えるだけでな
く、子どもたちが収集した素材を活用
することを積極的に支援する。
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４．２ 単元の指導計画

総合的な学習の時間で活用する合計１３時間から

なる指導計画を考えた。（表２）授業の２、３時

間目に活用できるように、おばあさんと息子さん

のメッセージの刷り込まれた教材シート、児童生

徒が調べたことを書き込むワークシート、おばあ

さんの一生と多摩川との関わりを学ぶ壁新聞を用

意した。

４．３ 作成した教材

４．３．１ 音声入りのシート

授業の中で、児童生徒がおばあさんのメッセー

ジを聞けるように、「音声発音（再生）システム」

を用いて、おばあさんや息子さんのメッセージを

刷り込んだシートを４０枚程用意した。これらは、

児童生徒が Sound Readerを用いて、音声コード

（ドットコード）をなぞることで、いつでも、ど

こでも、何度でも聞けるものとなっている。

これらの音声入りのシートは、次のようなタイ

トルからなる。（それぞれのタイトルは、複数枚

のシートからなる。）

表２ 「多摩川と人々との関わりを学ぶ」指導計画

時数 学習目標、学習活動 注：教育活動上の留意点

１

大都市東京を流れる多摩川について、源流から河口ま
で、どの町を通って流れているかを、地図や写真、ビデ
オを用いて学習する。また、多摩川と関わって「生きて
いる」人々がいることを学ぶ。

２

多摩川と関わって「生きている人々」の様子を写真やビ
デオなどを用いて学ぶ。また、「川と人々との関わり」
の変遷について、多摩川の環境の変化や社会の変化との
関連で学ぶ。

「音声発音（再生）システム」で作成したシートを活用

３
多摩川と関わって「生きてきた」人々の例として、河岸
で数十年お店を開いてきたおばあさんのメッセージを通
して、多摩川と人々との関わりについて考える。

「音声発音（再生）システム」で作成したシートを活用

４

おばあさんのメッセージをもとに話し合いを行ない、
「さらに聞いてみたい」と思うことを出し合う。また、
おばあさん以外にお話をきいてみたい「人々」を具体的
にあげてみる。

５
おばあさんや話を聞いてみたいと思った人を訪ねてヒア
リングを行ない、その「音声データ」をみんなで聞いて
みる。知りたかったことが聞けているか話し合う。

クラスの代表がおばあさんや話を聞きたいと思った人に
インタビューに行く。
多摩川のスケッチや、写真やビデオを撮りにいく。

６
「川と人々との関わり」で、知りたかったこと、知るこ
とができたことを整理する。

７

班ごとに分かれて、知りたかったこと、知ることができ
たこと、そして、取材の音声データ、とってきた写真や
ビデオ、手作りの絵などを用いて、音声や音入りのシー
トを作成するとともに、「活動のまとめ」つくりを行な
う。

・「音声発音（再生）システム」を用いて、音声や音入
りのシートを作成
・PC教室を活用

８ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

９ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

１０ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

１１ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

１２
班ごとに、「活動のまとめ」を用いて本単元で学んだこ
とを発表、相互評価を行なう。（発表、相互評価）

視聴覚教室を活用（プレゼン）

１３
班ごとに、「活動のまとめ」を用いて本単元で学んだこ
とを発表、相互評価を行なう。（発表、相互評価）

視聴覚教室を活用（プレゼン）
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・おばあちゃんの子どもの頃

・戦時中の登戸

・奉公に出かけて

・お店を継いだ頃

・登戸のいま、昔

・渡しがあってね

・ここはこんなお店

・にぎやかだった頃

・いまは来る人も少なく

・どうして続けてこれたの？

・川の汚れ

・狛江の洪水

・できごと

作成した音声コード入りのシートの例を図３と

図４に示す。

４．３．２ ワークシート

おばあさんの音声を刷り込んだシート教材の他

に、児童生徒の自主的な学びを支援するために、

指導計画の５－７時間目に使うワークシートを２０

枚程用意した。

それぞれのワークシートは、おばあさんの声と

その声を聞いて児童生徒が自分の意見や思いをま

とめる記入欄からなる。

作成したそれぞれのワークシートの「課題」

は、次のようなものである。（図５）

・子どもの頃のようすはどんなだったの

・多摩川にも遊びに来たの

・そのころの多摩川はきれいだったの

・奉公ってなに

・仕事はつらくなかったの

・奉公先での生活はどんなだったの

・戦時中の登戸周辺のようすはどんなだった

図３ 音声入りシート１ 図４ 音声入りシート２
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の

・空襲はあったの

・食べるものはあったの

・お店の開店時間はどんなだったの

・お店はどんな建物だったの

・お店をたてるのにどのくらい時間がかかっ

たの

・「渡し」ってなに

・多摩川に「渡し」があったころのようすは

どんなだったの

・「渡し」をどんなふうに利用していたの

・水科さんのお母さんはなにをしていたの

・露天商（ろてんしょう）ってなに

・いつごろお母さんのお店をついだの

・多摩川に一番お客さんがきたのはいつ頃な

の

・みんな何をしにきたの

・当時の稲田堤の桜はどんなだったの

・花火大会のにぎわいのようすはどんなだっ

たの

・釣り客がたくさんきたの

・その頃どんな魚がつれたの

・多摩川にやってきたお客さんはどんなひと

たちだったの

・賑やかだった頃のようすはどんなだったの

・水科さんの思いはどんなものなの

・いつごろからお客さんがこなくなったの

・どんなお客さんが減ってしまったの

・どうしてお客さんが来なくなってしまった

の

・江戸時代の多摩川のようすはどんなだった

の

・多摩川が汚れていたのはいつごろなの

・どんなふうに汚れていたの

・最近の多摩川の汚れはどんななの

・最近は魚を放流しているって本当なの

・調布に漁師がいるって本当なの

・多摩川は大雨が降るとどうなるの

・狛江の洪水ってなあに

・洪水のときはどんなようすだったの

・水科さんのお店はどんなお店だったの

・どんなお客さんがやってくるの

・お店はどんなつくりなの

・水科さんは焼き鳥屋さんもやっているって

本当なの

・お店には有名人もくるって本当なの

・撮影などにも使われたって本当なの

・いままでやめようと思ったことはないの

・どうして続けてこれたの

・水科さんにとってどんなことが楽しみなの

・昔の登戸周辺のようすはどんなだったの

・登戸周辺は昔と変わらないの

・「再開発計画」があるって本当なの

・向ケ丘遊園には「お猿の電車」があったっ

て本当なの

・小田急線沿線の駅名が変わるって本当なの

・最近のお客さんのマナーがいいって本当な

の

・「筏流し」などのイベントが開かれるって

本当なの

・オリンピックの頃は砂利穴で事故がおきて

ね

・若者は酒を飲んで事故を起こすんだよ

・小田急線の脱線事故もあったんだよ

４．３．３ 壁新聞教材の作成

多摩川の河岸で生きるおばあさんのインタ

ビューの中から、多摩川との関わりの様子や多摩

川の自然の変化など、児童生徒に伝えたいこと、

調べてほしいことなどを選び、２０秒から４０秒程度

の音声として切り出し、ドットコード化し、「多

図５ 音声入りのワークシート
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摩川で生きるおばあちゃんの話」（図６）という

壁新聞を制作し、学校の廊下に貼ることを考え

た。

作成した壁新聞教材は、「多摩川で生きるおば

あちゃんの話」の他に、多摩川の上流から下流ま

での全容（地理、橋、名所旧跡など）を伝える音

声入りの「多摩川研究」という壁新聞である。

壁新聞は、児童生徒が親しみを持てるように手

書きとし、クラスのみんなで音声コードをなぞれ

るようにと模造紙を使って制作した。

また、これらの壁新聞の他に、A４サイズから

なる「生き物観察カード」を制作し、壁新聞とと

もに、多摩市の小学校の教員や児童生徒に評価を

いただいた。（図７）

これらの音声入りの教材は、教室の中で、児童

生徒がおばあさんの声を聴いて、おばあさんの

「生き様」や「多摩川との関わり」などを学ぶだ

けでなく、児童生徒自らが多摩川に足を運び、お

ばあさんにインタビューを試み、多摩川の自然や

人々との関わり、大都市東京における多摩川の役

割などを学び合う「きっかけづくり」を提供する

ものと考えた。

５．「多摩川の流れの音」を学ぶ

多摩川の上流域の御嶽から沢井駅にかけての

「川の流れと音」を学ぶ１２時間からなる指導計

画、音声入りシート教材、Web教材、ワークシー

トを作成した。

５．１ 単元の設定理由

本単元の設定の理由を、表３に示す。

図６ 音声入りの「多摩川で生きるおばあさん」の
壁新聞

図７ 壁新聞として小学校の廊下に掲示

表３ 「川の流れと音を学ぶ」単元の設定理由

単元設定
の理由

教材観 収集した音やビデオ，高速ビデオ，超
高速写真等を用いて，多摩川の上流，
中流，下流における川の流れを学ぶ。
また，川の石の大きさや川の深さ等に
よって川の流れがどのように変化する
かを学ぶ。

児童の
実態

「総合的な学習の時間」等で川と触れ
合う時間が増えてきた子どもたちであ
るが，「上流，中流，下流で多摩川の
流れが大きく変化する」ことは，聞い
たことはあるが実際に見たことはな
い。

教材の
系統

ICレコーダーで川の流れの音を拾
う。また，ビデオや高速ビデオを用い
て，上流，中流，下流の多摩川の流れ
の様子を撮影し，教材化を行なう。

指導上
の留意
点

教員が作成した教材を与えるだけでな
く，子どもたちが自分たちで行動し，
収集したデータを活用することを積極
的に支援する。
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５．２ 単元の指導計画

本単元を学ぶ１２時間からなる指導計画を、表４

に示す。

５．３ 音入りのシート教材

御嶽から沢井駅までの多摩川（御嶽渓谷）の特

徴的な地点の川の流れの写真、ビデオ映像、超高

速ビデオ映像を収集するとともに、ICレコー

ダーを用いて「川の流れの音」を採取した。

「川の流れの写真」とその地点の「川の流れの

音」を関連づけた音入りシートを作成し、サウン

ドリーダーでなぞって再生できるようにした。こ

れらのシートは、「川の流れを学ぶ」単元の２－

３時間目に使用することを考えた。

作成した「多摩川の流れの音」を学ぶ教材シー

トの例を図８に示す。

５．４ Web教材

「川の流れ」の静止画像（写真）だけでは、川

の流れとその流れの音との関連付けが難しいこと

から、「川の流れ」のビデオ映像や高速ビデオ映

像を取り込んだWebページを用意した。

超高速ビデオで撮影した「ゆったりとした川の

流れの映像」を用いて「川の流れのダイナミック

表４ 「川の流れと音を学ぶ」単元の指導計画

時数 学習目標、学習活動 注：教育活動上の留意点

１

大都市東京を流れる多摩川について、源流から河口ま
で、どの町をとって流れているかを地図や写真、ビデオ
を用いて学習する。
上流、中流、下流域おける多摩川の流れとその音につい
て思いを巡らす。

２
多摩川の上流、中流、下流の川の流れをディジカメ、高
速ビデオ等で撮影し、その流れの音を ICレコーダーで
記録する。（素材の収集）

・「音声発音（再生）システム」を用いて作成したシー
トも活用
・課外活動の時間（林間学校など）を活用する
・多摩川の写真やビデオ、流れの音などを撮りにいく

３
川の流れの写真やビデオ、高速ビデオの動画と川の流れ
の音との関連付けを行う。

PC教室を活用

４
自分たちで撮ってきた写真や動画、高速ビデオ、そし
て、ICレコーダーの川の流れの音を用いて、上流、中
流、下流の川の流れの動きと音を学ぶ。

５
中流から下流にかけて、堰などが作られていることを学
ぶ。高速ビデオで撮影した映像などを通して、堰などに
おける水の流れを知る。

６
川の流れについて、知りたかったこと、知ることができ
たことを整理する。

７

班ごとに分かれて、知りたかったこと、知ることができ
たこと、そして、とってきた写真やビデオ、自分たちの
声で解説したいことを話し合い、音声や音入りのシート
を作成するとともに、「活動のまとめ」つくりを行な
う。

・「音声発音（再生）システム」を用いて音声や音入り
のシートを作成
・PC教室を活用

８ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

９ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

１０ 「活動のまとめ」つくりを継続 PC教室を活用

１１
班ごとに、「活動のまとめ」を用いて本単元で学んだこ
とを発表、相互評価を行なう。（発表、相互評価）

視聴覚教室を活用（プレゼン）

１２
班ごとに、「活動のまとめ」を用いて本単元で学んだこ
とを発表、相互評価を行なう。（発表、相互評価）

視聴覚教室を活用（プレゼン）
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な動き」を知るとともに、その「流れの音」との

関連付けを、興味をもって進めることができるよ

うにと考えた。

作成したWeb教材は、次の二つである。

１．多摩川の上流、中流、下流の写真やビデオ映

像からなる「多摩川写真・ビデオ集」

２．多摩川の流れとその流れの音との関連を学習

するために、超高速ビデオ映像や流れの音を取り

込んだ「多摩川ムービー」と「音歳時記」

それぞれのWebページのトップページを、図

９から図１１に示す。

６．音声や音を活用する教材作成システム
の現状と課題

６．１ 「音声発音（再生）システム」

本研究で用いた「音声発音（再生）システム」

は、扱える音声ファイルが wav形式だけである

こと、また、Microsoft WORDなどの一般的に

良く使われている文書整形プログラムで作成した

ファイルや pdfファイルが扱えないなど、物足り

ない点も多いが、その分操作が簡単であり、PC

の苦手な教員でも教材作成に活用できるという利

点を持つ。

また、「音声発音（再生）システム」は、音声

図８ 川の流れの音を学ぶシート

図９ 多摩川（上流）の写真集からなるWebページ

図１０ 多摩川の「川の流れ」と音を学ぶWebページ
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がドットコードの形で紙そのものに印刷されてい

ることから、時と場所を選ばず、シートを変える

だけで、さまざまな音声や音を再生することがで

きる。

ドットコードにどのような音声や音が入ってい

るかは、なぞる迄分からないように教材を作るこ

ともでき、わくわく、どきどきするような教材の

作成も可能となる。（ドットコードをなぞらない

と分からない、という特徴を活かして、「校長先

生の声の入った学校新聞」を作っている学校もあ

る。）

音声や音の再生には、紙に印刷されたドット

コードを自分の意思で「真っ直ぐになぞる」とい

う、能動的な行為が含まれており、学習における

「学びの動機付け」としても極めて大切なものと

考える。

一方で、これまでの活動の中でも明らかとなっ

たように、上肢が不自由な児童生徒や重い知的障

がいを持つ児童生徒にとっては、自分一人でドッ

トコードを真っ直ぐになぞることができず、教員

やボランティアの支援を必要とする場面が数多く

存在した。

６．２ 「画竜点声とSpeakun」のシステム

現在、株式会社「アポロジャパン」が開発して

いる「画竜点声と音声ペン Speakun」からなる

システムでは、図１２に示すような「音声ペン」で

紙に印刷されたドットコードに触るだけで、音声

や音を再生することができる。

図１３に、「画竜点声」を用いて、音声や音を写

真等とともに編集している画面を示す。（この図

は、「音声発音（再生）システム」を用いた図１

の画面に相当する。）

この「画竜点声」では、紙の上に印字される

ドットコードは、音声や音を含まず、「音声ペン

（Speakun）」のMicro SDカード上に保存され

図１１ 多摩川の「川の流れの音」を学ぶWebページ

図１２ 音声ペン、Speakun

図１３ 画竜点声の編集画面
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ている音声ファイルとのリンク情報だけを持つ。

音声データが「音声ペン」の方に保存されるた

め、一個のドットコードで扱える音声の長さには

制限がなく、長い音源でも取り扱うことができる

という利点を持つ。

また、紙の上に印刷されるドットコードは、沖

データ製のプリンタを用いることで、画像や文字

の上に重ねて印刷しても目に見えないほど薄く印

字できる。

一方で、現在、個人ユーザーへの販売を目指し

ている廉価版においては、複数のシートを取り扱

うには、シートを交換する度に「音声ペン」の方

でページめくりの操作をする必要がある。

ドットコードに触るだけで音声や音を再生でき

るという利点を持つ一方で、上肢が不自由な児童

生徒にとっては、今度はこうしたページめくりの

ボタンを操作する必要がでてくることになる。

また、教材づくりにおいても、教材シートの各

ページの順番の通りに、Micro SDカードに保存

するファイルのファイル名を付け替える必要があ

り、教材作成においても一手間かかることとな

る。（業者などに販売している「正式版」では、

複数のページに渡って、編集作業が可能となって

いる。現在、肢体不自由の通う筑波大学附属桐が

丘特別支援学校、同大塚特別支援学校を舞台に、

この「画竜点声と Speakun」を用いた教育実践

活動に挑戦している。）

６．３ その他のシステム

ここでは、音声や音だけでなく、画像や動画、

Webページやパワーポイントファイルなども扱

うことができる、グリッドマーク株式会社と沖

データによって共同開発された Grid Onputシス

テムについて言及する。３３，３４）

この Grid Onputシステムは、次のような二つ

のソフトウエアとドットパターンを読み込むため

の小型のペン（G-Scanner）（図１４）からなる。

①電子ファイル（pdfファイル）の文字や絵など

に簡単な操作でバーコードを割り当てることので

きる「グリッドレイアウタ」と呼ばれるソフトウ

エア（作業中の画面を、図１５に示す。）

②制作された Grid Onput対応冊子に印刷されて

いるドットコードを読み取り、コンテンツとのリ

ンクを行い、PCの画面に表示する、Grid Onput

対応アプリケーションの作成・編集を行う「グ

リッドコンテンツスタジオ」と呼ばれるソフトウ

エア（作業中の画面を、図１６に示す。）

この Grid Onputシステムは、紙を媒介としな

がらも、小型の G-Scannerと呼ばれるペンを PC

に接続して操作することで、音声や音だけでな

く、画像や動画、Webページなど、マルチメディ

アな情報を一元的に扱えるという利点を持つ。

一方で、従来の「音声発音（再生）システム」

などに比べて、いくつかの操作手順が必要とな

り、学校の教員が、忙しい合間に、教材開発、そ

して、授業実践に活用することができるか懸念さ

れるところである。

図１４ G-Scanner

図１５ グリッドレイアウタの画面
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しかしながら、一度教材を作成してしまえば、

PCに保存されているさまざまなコンテンツを、

プロジェクタを介して大型スクリーンに投影でき

る。G-Scannerを用いて紙でプレゼンテーショ

ンができ、大きな会場や研究大会などでの発表な

どに威力を発揮するものと期待される。

７．優れた教材と教授手法の開発を目指して

本研究で作成した音声入りの教材シートなど

を、多摩市の小学校や児童生徒が参加する環境の

イベントに持ち込み、評価をいただいた。

児童生徒は、紙のドットコードをなぞるだけ

で、おばあさんの声や川の音が聞けることに驚く

とともに、児童生徒同士で教材を用いた学び合

い、深め合いの場面が随所でみられ、音声や音を

活用した教育実践活動の大切さ、有用性を再確認

することができた。

目の前の児童生徒の声、地域で活躍する人々の

声、学校周辺の自然の音などを用いて、児童生徒

とともに教材を作り、教育実践活動に挑戦する、

そんな教員が一人でも増えてほしいと願ってい

る。

一方で、教育現場においては、少ない手間で、

児童生徒が喜んで学びに参加するような優れた教

材を作成できるシステムが待たれている。

小学校における外国語活動の必修化を前にし

て、ネイティブの発音を取り込んだ副読本と「音

声ペン」がセットで販売されるケースが増えてい

る。

しかしながら、これらのパッケージ教材をクラ

スの人数分用意するには大変な予算が必要とな

る。また、これらのパッケージ教材を作成するソ

フトウエアは公開されず、それぞれの学校の児童

生徒の実態に相応しい教材づくり、担任の教員や

外国語英語指導員、ボランティアなどの心のこ

もった教材づくりに道を開くものとはなっていな

い。

教員自らが音声入りの教材シートや副読本を作

成できる環境は、著者らが本論文で取り上げた

「音声発音（再生）システム」や「画竜点声と

Speakun」以外にはほとんど見当たらない。３５）

本論文で取り上げたこれらのシステムにも一長

一短があり、多くの教員が忙しい時間の合間を

ぬって、思いのこもった教材を作成できるシステ

ムにはいまだ成り得ていない。

使いやすい、そして、優れた、教材作成システ

ムが待たれる所以である。
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Teaching Materials for Learning Environmental Science with
Voices and Sounds : Relations between “a River and Living

People” and “Streams and Their Sounds”

AKIKO OZAWA*, YU SHINOHARA*, YUKA ICHIMONJI*, KENSUKE FUKUSHIMA**, TAKAHIDE EZOE***,
SATOSHI UEYAMA****, and SHIGERU IKUTA*

*School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University, **Teikyo University, and
*** Shinjuku Japanese Language Institute, and ****School of Home Economics,

Otsuma Women’s University

Abstract
We have developed several teaching materials for learning environmental science with

“Sound Pronunciation System”, where voices and sounds were transformed into dot−
codes, edited with pictures and texts, and printed out by an ordinary color printer. The
dot-codes printed on a paper were traced with a handy tool to decode them into the origi-
nal voices and sounds. We interviewed a grandmother who had been running a shop in-
side the banks of the Tama River for more than fifty years to support her family. The syl-
labus with 13 hour lessons for learning the relation between a river and living people was
developed for “the Period of Integrated Study” at the elementary school. One more sylla-
bus constituted with 12 hour lessons was also developed to learn the relation between the
streams of the Tama River and their sounds. For the first syllabus, the teaching materi-
als with more than forty sheets with grandmother’s voices were developed ; about 20
worksheets and two wall newspapers with her voices were also made to help the students’
self-study. For the teaching materials of the second syllabus, web pages were developed
in addition to the sheets with the pictures of the streams of Tama River and their
sounds ; movies and super high-speed movies were included there to grasp dynamic mo-
tions of their streams. These teaching materials and wall newspapers were exhibited at
the events for Environmental Science and the corridor of an elementary school, respec-
tively. Tracing the dot-codes on the sheets and wall newspapers reproducing the grand-
mother’s voices moved the students very much : they acquired the motivation of their
learning and expanded it to collaboration with the classmates. The present status and re-
cent trend of such a system that can handle voices and sounds were also carefully exam-
ined.

Key Words（キーワード）
dot-code（ドットコード），voice（音声），sound（音），teaching material（教材），environ-
mental science（環境学習），school activity（教育実践）
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